























































(2) 以下で，用いたモデ、ルは， Goodwin〔2）を基礎としている。 Goodwinとの相違
点は，実質賃金率変動関数を実質賃金率の変化率ではなく，水準の変化であると考え
た点，完全雇用，実質賃金率の上限・下限の制約を考慮している点等である。 Goodwin
















を加えれば，体系は完結する。ここで変数は， X,K, Na, N5, I, Rの6個
であり，上述の6個の方程式で決められる径路を運動することになるO
今， k=K/Nsとおくと，上の体系は次の2式に集約しうる。










で生産量が決定される。この場合には存在している資本のうち， K－－~Ns がσn 
過剰になることになる。この場合，体系は，（1)-a, （羽－aの代りに，（1)-b
(2)-bをおけば，
( k＝（÷－R )-c3 k 
(82）~ ¥ ,. I 
(9) 
l R=c1 (l-c2) 。













































nσ ’ nσ 
であるO 次に，（7), (8）より時間 tを消去すると，
dk ｛σ（1-nR）ー c3}k



































である。この直線より上では， hくO，下では k>Oであるo Rは， C1>0, 0く
らく1だから，常に R>Oである。よって，動きは，図3の矢印のようにな
る。
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r a-c, ¥ そこで，以下では， R の初期値 R。は R＊（＝一一＿］＿ ）に固定しておいて， k ¥ nσj 












この場合には， R＝ー ーとなる時の亙は非負であるon 
第一に，諸パラメーターが，
一妥－；；－＜c1{c2(1-log小 1} 倒





くしていくと，閉曲線は大きくなり， Rかーーに到達するoそうなる時の h。n 
を九とする。図4のB点から出発し， Cを通り， D点になった時， S2に切り





















c1 {c2(1-log c2)-1｝くー~ (21) 一 2nσ
1 ー守 1を満足する時は，一ーよりも小なる九に対して Rか一一ーとなるような閉曲nσv n 

















- 2n~ く引か2(1-logc2)-1} (2) 




koが会の時の， R＝一一上となるもう 1つの此hとする。ωの下で，nσ 
初期値 koを ksより小さくさせていくと，閉曲線は大きくなっていき， Eが
ゼロになるO そうなる時の h。を九とおく。図6のBから出発して， Cを通
り， Dに到った時， Siからんに切り換わるが，再びs，にもどる点の可能性








































一 （σーの）2 四人2一くC3くσ，c1 {c2(1-logc2)-l｝三三一 2nσ 場合。
、、
k 
1 - 1 
(4) 図7では， ko=-:;;aから出発する径路の Rは一万ーより小さくなるように描かれて
いる。だが， (23）ではなく














C1 C2 Ca n σ 
表1 g 
＋ ＋ 十 ？ ？ 
g 一 十 ＋ ？ ？ 




C1<.. 2nσ｛1-cll-log c2)} 
となるOωの時は不等号の向きが逆になる。そこで， c2, c3, n，σは同じで，
C1 が大きくωが満たされる経済と， C1 が小さくωが満たされる経済を比較し
てみるO C1 が小さな経済は，究極的に S1,S2, S3を通る循環をくり返す可能
性があるo に対し， Cl が大きな経済は，ぶだけでの循環をくり返すことにな
る。（2), (23）の場合にも上と同様なことが成立する。 （図6, 7参照。〉
労働供給増加率と循環関係については，次のようなことがわかる。
労働供給増加率が小さい場合には， Rが上限に達し，亙は正値だから，蓄積
率は， Eはゼロに達し， tは σより小さいことになり低い水準での循環運動に
なるく図4, 5参照〉。 それに対して，労働供給増加率が高い場合には， Rは




















前節では， σ－c3>0, C3>Qを前提して分析をおこなった。ここでは， この
前提がみたされない場合について考察しよう。
〔1) 労働供給増加率がゼロの場合






































































































































であれば， M ムから大きくして，ょに到るまでに， Rが十に到達す
u nσnσ 
ることはない。 〈図11参照。〉逆に， J(_:_J_ー）くh（一一）であれば， koが_1_に,le¥ /l¥ ., ¥ nσ；＝ ¥ n J 






c 1 であれば， h。を~から大きくして，ーーに到るまでに， R がゼロに到達すnσnσ 一
ることはい。（図13参照o）逆に，バ_L)::;:h(O）であれば，去に到る途
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1 - <J-Cーとなる。ところで，一一（R十R）＝一一___l__とし、う関係が成立するから， c3, n 2 - nσ 
が大きくなれば， R，亙が小さくなりJσ が大きくなればR,Rが大きくなる
ことは直ちにわかるo Cl は，上の根号に 1つだけ含まれているだけであるか
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